【参加記】茂木町ふるさと歴史フォーラム「歴史資料からひもとく戦時下の茂木」参加記（茨城史料ネットニュースレター）


□茂木町ふるさと歴史フォーラム「歴史資料からひもとく戦時下の茂木」参加記


　平成28年3月27日（日）、栃木県茂木町の茂木町民センター別館ホールにおいて、茂木町ふるさと歴史フォーラム?「歴史資料からひもとく戦時下の茂木」（主催：茂木町、茂木町教育委員会、茨城史料ネット）が開催された。
　私の専攻は日本近世史であり事前の準備には関わっておらず、当日も会場設営やお客様の案内というものにとどまった。そのため内容に踏み込んだことをお伝えできない点ご容赦いただきたい。
　茂木という所はモータースポーツで有名だが、都心や周辺市街からは山によって隔てられており、関東圏内とはいってもとてものどかな町である。今回のフォーラムはそんな茂木をアジア・太平洋戦争という歴史の一事件をテーマにして日本史全体の中で改めて考え直そうというものであった。
　本フォーラムはお二人の先生の講演＋展示解説という形で行われた。
　山本和重先生の講演（東海大学）「地域にねむる戦争資料―町村役場の兵事書類―」では、兵事資料に焦点を当て、その信憑性の高さ、そこからわかる当時の様子、そしてこれがどう残され、あるいは焼却されてしまったのかということをお話しになった。佐々木啓先生（茨城大学）の講演「「十五年戦争」と茂木の人びと」では、上述のように限定的に残された兵事資料をもとに戦争中の茂木の人々の様子を前線（犠牲・出生地等）・銃後（供出・婦人・子ども）それぞれに注目してお話になった。
　今回扱ったのが近現代史ということもあり、参加者はスタッフを含めず50人という比較的小規模の会になってはしまったが、その中からは有意義な質問が各種出された。そのなかでも町史編さんに関わった方の話は今の茂木からは想像できないような戦時期の茂木の姿だった。また、参加者のうち若年層の率は極めて低かった。仕方ない部分もあるがいかにその層を取り込んでいくかということが、教科書に載らない地元の歴史を伝えていくうえでとても重要な課題であり、歴史を復元することと同じく私達が取り組んでいかなければいけない課題であると感じた。
　今回のフォーラムで先生方の講演と合わせて行われた展示の解説パネル作成は、近現代史ゼミの学生が留学生も含め、それぞれ担当を決めて自分たちの力で作ったものだ。当然当日の展示会場設営や資料の配置、口頭による解説も学生主体で行っている。本フォーラムは学生の活躍が目立つ回であったとも感じた。

（文責：　橋本哲史　茨城大学人文学部人文コミュニケーション学科４年）

----------------------------------------------------------------------
[茨城史料ネットの活動資金の御支援のお願い]

当会の文化財・歴史資料の救済・保全活動を御支援ください。下記の通り、郵便振替にてのご送金をお願い申し上げます。

［加入者名］茨城史料ネット　［口座番号］00190-2-672263
----------------------------------------------------------------------

********************************
茨城史料ネットワーク事務局　
 茨城大学人文学部添田仁研究室
E-Mail：hitoshi.soeda.carp@vc.ibaraki.ac.jp
★メールアドレスが変更になりました！
********************************
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